
とちの環県民会議 第３回あり方検討委員会まとめ 2020/9/17 

〔第２回あり方検討委員会の結果を基にして上がった意見のまとめ〕 

 
 
 
 

県民・団体・企業・行政が求める 

プラットフォームとは？ 

とちの環の資源「人・物・情報・金」 

定期的なセミナーや勉強会など 

↑↓ マッチングする 

「 オンライン x リアル 」 

目標像 

環境センターのようなもの 

= 平日と週末開催 

・サロン的に集える場 

・ボランティアさんが自由に出入り 

・管理的な人 

「ぽ・ぽ・ら」など 

専門的知識や情報 

いかにして知ってもらうのか：とちの環の認知度向上 

ニーズ調査 聞き取り調査がベター （コロナで出来るのか？） 

対象：①助成団体（4 団体） 

   ②会員へ広くアナウンスをして募集 

ZOOM 等活用する 

（オンライン会議） 

通信環境の改善 

・マイク 

・カメラ 

・三脚 

・ZOOM契約 

・Wifi 

     など 

学生の環境系団体など 

活動できる人や仕組みづくり 

学生の協力 

学生にとってのメリット 

・活動の広がり 

・企業とのつながり 

         など 


